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Ⅰ新技術の解説

１要旨

夏秋トマト小葉葉柄汁液中の硝酸濃度を小型反射式光度計で測定して得られた値を基準とした追肥を
実施した場合の追肥量削減効果について検討した。

(1) 夏秋トマトのピンポン玉大に肥大した果房下の小葉葉柄汁液中の硝酸濃度を調査部位とし、硝酸
濃度が１～３段果房調査時に7,000ppm未満、４～10段果房時に4,000ppm未満となった場合に窒素
量で1.5kg／10ａ追肥を実施するものとした。

(2) 施肥前の土壌中の無機態窒素量を分析した結果、定量施肥区では、施肥量が多いほど残存窒素
量が多かった。また、診断追肥を実施した区においては、平成13年度までの施肥量の影響が認め
られるものの残存窒素量の差は少なくなった（図１）。

(3) 診断追肥を実施することにより最終的な窒素追肥量を標肥区（総窒素施肥量30kg／10a、定期・定
量追肥）の35～50％に削減することが出来た（表１）。また、２年目（平成15年度）の診断追肥区に
おける汁液中硝酸濃度は、概ね想定した濃度で安定して推移した（図２）。

(4) 部位別の乾物収量、窒素含有率、窒素含有量は、診断追肥を実施した区では追肥量は異なっても
安定しており、窒素含有量としてはおおよそ少肥区～標肥区の間の数値となった。定量施肥区で
は、施用量に応じた窒素含有量の増加が見られず、追肥の効果があまり見られなくなっていた（表
２）。

２期待される効果

(1) 残存窒素量に応じた追肥量の削減が可能であり、環境負荷が軽減される。

(2) 連続して実施することにより残存窒素量のレベルも安定し、年毎の生育が安定する。

３適用範囲

県内平坦部夏秋トマト（２月下旬～３月中旬播種）

４普及上の留意点

(1) 「桃太郎８」を用い、夏秋作型、主枝１本仕立て、13段摘心栽培で実施した。

(2) 現地で基準値を利用するあたって、土壌の種類によっては（砂質土等）、１回当たりの追肥量につ
いて調整する必要がある。

(3) 小型反射式光度計は、カタログに示された使用条件（液温、濃度範囲）を満たした状態で使用す
る。
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